
    

 

               

 

 

  総会に先立ち表彰式がありました 

 

 

 

 

     

 

 

故 岡本繁美 様  

前北海道地方本部長 

 

 

故 青木勇夫 様 

前北海道地方本部顧問 

  北海道地方本部 50周年記念祝賀会より（2008年 H20.7.22）                

 

 

 

 

    北海道地方本部長の宮本義久氏より、それぞれ息子さんの岡本敏秀氏、青木伸氏に 

賞状と記念品が送られました。             
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おめでとうございます！そしてありがとうございました。  

 

≪業界功労者≫ 

道内砕石関連通常総会が 5 月 29日開催される 

る  

≪感謝状≫ 



(

一
社)

日
本
砕
石
協
会
の
才
田
会
長
か
ら 

祝
辞
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

令
和
６
年
度  

一
般
社
団
法
人
日
本
砕
石
協
会 

北
海
道
地
方
本
部
通
常
総
会 

５
月
29
日
(水)

令
和
6
年
度(

一
社)

日

本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部
の
通
常

総
会
が
、
札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

定
刻
午
後
4
時
、
北
海
道
経
済
産
業

局
・
五
十
嵐
資
源
燃
料
課
長
、
北
海
道
労

働
局
・
那
須
安
全
課
長
、
北
海
道
・
経
済

部
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
中
村
課
長
補
佐

を
は
じ
め
と
す
る
監
督
官
庁
と
、
北
海
道

砂
利
工
業
組
合
、
小
澤
理
事
長
を
は
じ
め

と
す
る
関
連
団
体
か
ら
多
く
の
ご
来
賓

の
方
と
協
会
員
・
賛
助
会
員
を
含
め
総
勢

115
名
の
も
と
盛
会
に
開
催
し
ま
し
た
。 

宮
本
本
部
長
は
総
会
開
催
に
あ
た
り
、

会
員
の
皆
様
と
ご
来
賓
の
方
々
に
お
礼

の
延
べ
た
後
、
「
先
ほ
ど
前
本
部
長
の
岡

本
繁
美
様
に
は
功
労
賞
、
元
顧
問
の
青
木

勇
夫
様
に
は
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
お
二
人
に
は
長
い
間
、
協
会

の
発
展
に
ご
貢
献
頂
き
ま
し
た
。
改
め
て

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
は
正
月
早
々
の
能
登
の
震

災
が
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

観
光
客
の
増
加
や
北
海
道
新
幹
線
の
延

伸
工
事
な
ど
で
明
る
い
兆
し
が
あ
り
ま

す
が
、
地
域
的
に
見
れ
ば
未
だ
厳
し
い
状

況
も
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

資
機
材
の
高
騰
や
就
業
規
制
の
強
化

な
ど
に
よ
り
経
営
コ
ス
ト
の
増
加
で
厳

し
い
状
況
も
ま
た
現
実
で
す
。 

労
働
安
全
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
は
９

年
間
死
亡
災
害
は
ゼ
ロ
で
あ
り
ま
す
が
、

ゼ
ロ
災
害
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
年

は
す
で
に
労
災
が
２
件
発
生
し
て
お
り
、

新
た
な
災
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
行
く
所
存
で
す
。
関
係
行
政

機
関
に
は
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
砕
石
の
安
定
し
た
供
給
は
、
北
海

道
の
社
会
基
盤
整
備
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
基
礎
資
材
で
あ
り
ま
す
。 

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
各
会
員
の

活
動
を
支
え
る
べ
く
、
道
本
部
の
役
割
発

揮
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

本
日
の
総
会
で
は
、
熱
心
な
審
議
を
お

願
い
し
、
総
会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

議
長
に
は
平
沼
副
本
部
長
が
選
出
さ

れ
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
が
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
第
５
号
議
案
で
は
役
員
の
補
充

が
あ
り
、
理
事
に
は
岡
本
敏
秀
氏
（
札
幌

支
部
副
支
部
長
）
、
専
務
理
事
に
井
上
純

氏
（
北
海
道
地
方
本
部
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。 

    
「
日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部

の
令
和
６
年
度
通
常
総
会
の
開
催
を
祝

し
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
関

係
者
の
皆
様
の
ご
努
力
に
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。
貴
地
方
本
部
の
ご
盛
会
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。」 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

    

同
日
午
後
3
時
、
北
海
道
中
小
企
業

団
体
中
央
会
連
携
支
援
部
牧
村
副
部
長

を
ご
来
賓
に
迎
え
、
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
河
合
会
長
は
総
会
に
あ
た
り
、

ご
来
賓
の
方
と
会
員
に
お
礼
を
述
べ
ら
れ

た
後
、「
総
会
に
お
い
て
は
、
令
和
５
年
度
の

報
告
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
等
に
つ
い

て
皆
さ
ん
に
御
審
議
を
頂
き
ま
す
。
昨
年

岡
本
会
長
が
逝
去
さ
れ
、
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。
連
合
会
の
動
き
に
は
大
き

な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
問
題
は

資
機
材
の
高
騰
で
運
営
コ
ス
ト
が
増
加
し
て

通
常
総
会 

        



い
る
が
、
出
荷
単
価
が
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
、

人
材
確
保
が
困
難
で
不
足
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
単
に
賃
金
を
上
げ
る
だ
け
で
は
、
人
が

集
ま
ら
な
い
状
況
で
す
。
私
な
り
に
考
え
ま

す
に
、
労
働
条
件
を
色
々
変
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
連
合
会
と
し
て
は

皆
様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
る
問
題

や
情
報
を
ご
連
絡
頂
き
、
理
事
会
等
で
皆

さ
ん
と
対
応
を
考
え
、
皆
さ
ん
へ
キ
ッ
ク
バ
ッ

ク
し
て
い
く
の
が
良
い
か
と
考
え
て
お
り
、

連
合
会
と
し
て
、
組
合
事
業
の
発
展
を
支

え
る
活
動
を
今
後
と
も
進
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

議
長
に
は
藤
野
副
会
長
が
選
出
さ
れ

提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
第
５
号
議
案
で
は
役
員
の
補
充
が

あ
り
、
専
務
理
事
に
井
上
純
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。 

北
海
道
国
有
林
採
石
協
会
通
常
総
会 

同
日
午
後
2
時
、
北
海
道
森
林
管
理
局 

武
田
森
林
整
備
部
長
を
来
賓
に
総
勢
二

十
六
名
の
も
と
、
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

開
催
に
あ
た
り
優
良
会
員
表
彰
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
大
変
残
念
な
こ
と

に
受
賞
者
の
利
尻
町
砕
石
事
業
所
様
が

飛
行
機
の
欠
航
で
来
ら
れ
ず
、
第
一
号
の

表
彰
状
を
当
日
受
け
取
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。 

表
彰
式
の
あ
と
、
会
長
か
ら
会
員
と
御

来
賓
の
方
に
お
礼
を
述
べ
ら
れ
「
本
年
度

よ
り
当
協
会
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

表
彰
制
度
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
度 

受
賞
さ
れ
ま
し
た
利
尻
町
砕
石
事
業
所
様 

           

に
は
、
改
め
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

国
有
林
内
で
土
石
の
採
取
を
行
う
当
協

会
会
員
は
、
他
の
模
範
と
な
る
事
業
運
営
、

労
働
災
害
撲
滅
は
も
と
よ
り
跡
地
緑
化
の

確
実
な
実
施
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
林
野
庁
、

北
海
道
森
林
管
理
局
、
森
林
管
理
署
の
ご

指
導
の
も
と
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
会
員

事
業
所
の
事
業
継
続
を
後
押
し
す
べ
く
努

力
し
て
参
る
所
存
で
す
。 

さ
て
、
本
道
砕
石
業
界
を
と
り
ま
く
現

状
で
す
が
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
は

大
幅
に
遅
れ
る
見
込
み
で
す
が
、
半
導
体

工
場
新
設
や
泊
原
子
力
発
電
再
稼
働
に

向
け
た
工
事
、
札
幌
中
心
部
再
開
発
な
ど

に
よ
り
、
道
南
圏
・
道
央
圏
の
需
要
は
底
堅

く
、
概
ね
順
調
な
水
準
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
。
北
海
道
の
貴
重
な
骨
材
資
源
供
給

と
い
う
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
（一
社
）日
本

砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部
、
北
海
道
砕

石
協
同
組
合
連
合
会
等
の
関
係
諸
団
体
と

の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
採
石
事
業
者

の
地
位
向
上
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

近
年
は
岩
石
の
風
化
促
進
に
よ
る

C
O

2

吸
収
な
ど
我
々
の
事
業
が

SD
G

s

や
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
資
す
る
研
究
も
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
協
会
と
し
て
も
こ
れ
ら
に

積
極
的
に
協
力
し
て
行
く
所
存
で
す
。 

来
月
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
全
国
総
会

に
合
わ
せ
て
私
も
上
京
し
要
望
を
申
し
上

げ
ま
す
が
、
大
型
建
設
機
械
や
巨
額
の
生

産
設
備
を
必
要
と
す
る
砕
石
事
業
に
と
っ

て
、
長
期
的
な
事
業
計
画
が
不
可
欠
で
す
。

林
野
庁
ご
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
国

有
林
野
に
お
い
て
持
続
的
な
事
業
継
続
が

叶
い
ま
す
よ
う
、
格
別
な
る
ご
高
配
を
賜

り
た
く
存
じ
ま
す
。 

本
日
は
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
案
、

予
算
案
な
ど
を
提
案
い
た
し
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
熱
心
な
審
議

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
総
会
開
会
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
」と
述
べ
ら
れ
た
。 

議
長
に
は
岡
本
副
会
長
が
選
出
さ
れ

提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
第
６
号
議
案
で
は
役
員
の
補
充

が
あ
り
、
理
事
に
は
中
田
尊
徳
氏
（
斜
里

地
区
砂
利
協
業
組
合
）
、
専
務
理
事
に
井

上
純
氏
（
員
外
事
務
局
）
、
監
事
に
は
安

井
拓
二
し
（
日
鉄
鉱
業
㈱
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。 

北
海
道
砕
石
未
来
研
会 

同
日
13
時
ご
来
賓
に
宮
本
本
部
長
を

お
迎
え
し
、
五
十
嵐
会
長
は
じ
め
会
員
12

名
出
席
の
出
席
で
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

顧
問
の
岡
本
繁
美
様
、
と
辻
庄
嗣
様
が

木製の表彰状を渡すことが出来ず 

残念そうな表情の藤野会長 



お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
顧
問
不
在
で
し
た

が
、
こ
の
度
、
北
海
道
地
方
本
部
長
宮
本

義
久
氏
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

一
般
社
団
法
人
日
本
砕
石
協
会 

令
和
６
年
度
定
時
総
会 

     

 

６
月
６
日
、
東
京
都
新
宿
区
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
に
て
北
海
道
か
ら
は
宮
本
本
部

長
、
平
沼
副
本
部
長
、
藤
野
副
本
部
長
、

事
務
局
よ
り
専
務
理
事
が
出
席
し
、
会
員

多
数
の
も
と
（
一
社
）
日
本
砕
石
協
会
の

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に

あ
た
り
会
長
表
彰
に
故
岡
本
繁
美
氏
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

全
国
国
有
林
採
石
協
会
通
常
総
会 

 

令
和
６
年
度
通
常
総
会
が
東
京
都
千
代

田
区
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ

ン

ド

に

て
開

催

さ

れ
ま

し
た
。
北

海
道
国

有
林
採

石
協
会

か
ら
藤

野
会
長

と
専
務

理

事

が

出

席

し

ま
し
た
。

な
お
総

会

に
先

立
ち
林

野
庁
へ
の

陳
情
を

い
た

し

ま
し
た
。 

  

       

  

令
和
６
年
度
安
全
標
語 

 

★
入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

  

   

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

     

 

 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

 故岡本繁美氏の表彰状を手にした 

岡本敏秀社長と才田会長 

中
学
生
の
部 

一
位 

早
く
着
く
」 

そ
れ
よ
り
大
切 

「
無
事
に
つ
く
」 

札
幌
支
部 

岡
本
興
業
㈱ 

栄
村
陽
貴
様 

 

塚田会長 

林野庁 

小坂次長 藤野会長 

一
般
の
部 

佳
作 

言
い
訳
す
る
よ
り
確
実
に 

後
悔
す
る
よ
り
慎
重
に 

皆
を
守
る
安
全
チ
ェ
ッ
ク 

札
幌
支
部 

青
木
鉱
業
㈱ 
前
川
武
志
様 

【
林
野
庁
次
長
室
に
て
】 

「
井
上
純
」
と
申
し
ま
す
。
昭
39
年
２
月
生 

60
歳
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
事
務
局
長
交
代
】 

５
月
31
日
を
も
っ
て
牧
野
専
務
理
事
が
退
職
さ
れ
ま
し

た
。
道
本
部
・
国
有
林
採
石
協
会
・
砕
石
協
同
組
合
連
合

会
の
専
務
理
事
と
し
て
、
ま
た
、
札
幌
支
部
・
北
海
道
中

央
緑
化
事
業
協
同
組
合
の
事
務
局
長
と
し
て
令
和
３
年

６
月
よ
り
３
年
間
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。 

後
任
に
井
上 

純(

い
の
う
え 

じ
ゅ
ん
）
氏
が
就
任
い 

た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

な
お
、
今
回
の
総
会
で
道
本
部
・
国
有
林
協
会
・
連 

合
会
の
専
務
理
事
に
就
任
し
て
お
り
ま
す
。 

  

＝お知らせ＝ 

第 15 回 

北海道砕石技術研究会 

令和 6 年 9 月 12 日（木） 

札幌東急 REI ホテル 

翌 13 日（金） 

親睦ゴルフコンペ 

開催予定 

※ご案内は7月支部経由 


